
三
鷹
市
議
会
は
、
平
成
16
年
第
３
回
定
例
会
を
９
月
６
日
か
ら
28
日
ま
で
の
23
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
。
こ
の

定
例
会
で
は
、
初
日
、
２
日
目
に
18
人
の
議
員
が
市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
を
行
う
と
と
も
に
、
議
案
８
件
、
意
見
書

９
件
を
可
決
、
請
願
２
件
を
採
択
し
、
会
期
を
終
え
た
。

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
、
住
宅
地
で
の
工
場
等
の
建
築
制
限
を
緩
和
し
、
職
住
近
接
の
ま
ち
を
目
指
す
た
め
の

「
三
鷹
市
特
別
住
工
共
生
地
区
内
に
お
け
る
建
築
制
限
の
緩
和
等
に
関
す
る
条
例
」
な
ど
の
提
案
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
平
成
15
年
度
各
会
計
決
算
議
案
８
件
の
提
案
が
あ
り
、
13
日
の
本
会
議
で
各
会
派
が
代
表
質
疑
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
同
日
設
置
の
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
一
括
付
託
し
、
11
月
中
に
委
員
会
で
集
中
的
に

審
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

さ
ら
に
、
定
例
会
初
日
に
は
、
市
議
会
の
会
議
規
則
を
改
正
し
、
請
願
の
際
に
請
願
者
が
署
名
し
た
場
合
は
押
印
を

省
略
で
き
る
こ
と
に
す
る
と
と
も
に
、「
中
央
自
動
車
道
高
井
戸
・
八
王
子
間
の
料
金
撤
廃
を
求
め
る
意
見
書
」
を
可
決

し
、
国
な
ど
の
関
係
機
関
に
送
付
し
た
。疑

の
要
旨
は
２
面
に
掲
載
）

平
成
15
年
度
の
当
初
予
算
は
、
前
市

長
の
も
と
で
、
通
常
の
年
間
予
算
で
は

な
く
、
い
わ
ゆ
る
骨
格
予
算
と
し
て
編

成
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
本
格
的
な
予

算
は
、
昨
年
４
月
の
市
長
選
挙
の
後
、

６
月
の
市
議
会
定
例
会
に
補
正
予
算
と

し
て
提
案
し
、
議
会
で
可
決
さ
れ
た
。

予
算
執
行
に
つ
い
て
は
、
こ
の
補
正

予
算
で
示
し
た
基
本
的
な
考
え
方
に
従

い
、「
高
環
境
・
高
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
、
全
力

を
あ
げ
て
取
組
み
を
行
っ
た
。
ま
た
、

年
度
の
途
中
に
生
じ
た
新
た
な
課
題
に

つ
い
て
は
、
市
議
会
や
市
民
の
声
に
耳

を
傾
け
、
適
切
か
つ
機
敏
な
対
応
に
努

平
成
15
年
度
一
般
会
計
及
び
７
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
議
案
は
、
９

月
８
日
の
本
会
議
に
一
括
上
程
さ
れ
、

市
長
か
ら
提
案
説
明
が
あ
っ
た
。
続
い

て
監
査
委
員
か
ら
は
決
算
に
関
す
る
審

査
意
見
が
報
告
さ
れ
た
。

13
日
の
本
会
議
で
は
、
各
交
渉
会
派

（
所
属
議
員
３
人
以
上
の
会
派
）
が
決

算
に
関
す
る
代
表
質
疑
を
行
い
、
こ
の

後
に
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
設
置
、

各
議
案
の
委
員
会
へ
の
一
括
付
託
、
定

例
会
閉
会
後
の
委
員
会
で
の
継
続
審
査

を
議
決
し
た
。
ま
た
、
委
員
会
を
構
成

す
る
９
人
の
委
員
の
選
任
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、
本
会
議
終
了
後
に
は
委
員

会
を
開
催
し
、
正
・
副
委
員
長
を
そ
れ

ぞ
れ
選
出
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
審

査
日
程
の
協
議
を
行
っ
た
。
（
代
表
質

め
た
。

こ
の
年
度
の
一
般
会
計
と
各
特
別
会

計
を
合
わ
せ
た
、
全
会
計
の
歳
出
決
算

額
は
、
合
計
で
935
億
３
千
389
万
円
と
な

り
、
前
年
度
に
比
べ
て
12
億
５
千
450
万

円
、
1.4
％
の
増
と
な
っ
た
。

ま
た
、
財
政
指
標
に
つ
い
て
は
、
経

常
収
支
比
率
86
・
８
％
、
公
債
費
比
率

9.9
％
、
財
政
力
指
数
は
単
年
度
で
１
・

245
と
な
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に

あ
っ
て
、
お
お
む
ね
前
年
度
程
度
の
水

準
を
維
持
し
た
。

監
査
委
員
は
、「
15
年
度
決
算
は
計

数
に
誤
り
は
な
く
、
予
算
の
執
行
は
お

お
む
ね
適
正
に
な
さ
れ
て
い
る
」
と
し

つ
つ
、
次
の
意
見
を
付
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
の
財
政
運
営
は
、
将
来

の
財
政
負
担
な
ど
を
考
慮
し
、
引
き
続

き
財
源
の
安
定
的
確
保
を
図
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
各
種
施
策
の

優
先
順
位
の
選
択
に
当
た
っ
て
は
、
財

源
の
重
点
的
・
効
率
的
配
分
の
観
点
か

ら
適
切
な
判
断
を
す
る
と
と
も
に
、
効

率
的
で
開
か
れ
た
自
治
体
経
営
の
推
進

に
努
め
、
市
民
福
祉
の
増
進
と
市
政
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
」。

◎
丹
羽
秀
男
　
○
田
中
順
子

緒
方
一
郎
　
加
藤
久
平
　
白
鳥
　
孝

斎
藤
　
隆
　
中
村
　
洋
　
谷
口
敏
也

大
城
美
幸

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

（
９
月
13
日
選
任
）

今
定
例
会
で
、
市
長
か
ら
「
三
鷹
市

特
別
住
工
共
生
地
区
内
に
お
け
る
建
築

制
限
の
緩
和
等
に
関
す
る
条
例
」
の
提

案
が
あ
り
、
建
設
委
員
会
に
付
託
、
審

査
の
う
え
、
９
月
28
日
の
本
会
議
で
可

決
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
職
住
近
接
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
地
場
産
業
の
保

護
育
成
と
と
も
に
、
都
市
型
産
業
や
新

規
事
業
所
等
の
立
地
支
援
を
図
る
も
の

で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
市
内
に
お
け
る
住
居

系
の
用
途
地
域
の
中
で
「
特
別
住
工
共

生
地
区
」
を
都
市
計
画
決
定
に
よ
り
４

地
区
指
定
し
、
地
区
ご
と
に
定
め
る
工

場
、
事
務
所
等
の
建
築
制
限
の
緩
和
等

を
行
う
。
た
だ
し
、
良
好
な
居
住
環
境

を
守
る
た
め
、
マ
U
ジ
ャ
ン
店
、
ぱ
ち

ん
こ
店
、
危
険
物
等
の
製
造
工
場
、
店

舗
面
積
３
千
平
方
A
を
超
え
る
商
業
施

設
等
の
建
築
、
用
途
変
更
は
し
て
は
な

今
定
例
会
初
日
の
９
月
６
日
の
本
会

議
で
、「
中
央
自
動
車
道
高
井
戸
・
八

王
子
間
の
料
金
撤
廃
を
求
め
る
意
見

書
」
を
可
決
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お

り
。平

成
13
年
に
国
は
一
連
の
特
殊
法
人

改
革
の
一
環
と
し
て
、
道
路
四
公
団

（
日
本
道
路
公
団
・
首
都
高
速
道
路
公

団
・
阪
神
高
速
道
路
公
団
・
本
州
四
国

連
絡
橋
公
団
）
を
平
成
17
年
度
ま
で
に

民
営
化
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

そ
の
論
議
が
深
ま
る
中
、
首
都
高
速

道
路
公
団
に
つ
い
て
は
現
状
の
ま
ま
残

さ
れ
、
現
在
の
日
本
道
路
公
団
が
３
分

割
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
形
態
に
な
る
な
ら
ば
、

東
京
都
内
に
は
２
つ
の
高
速
道
路
会
社

が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
、
三
多
摩
地

域
に
居
住
す
る
者
は
同
じ
都
民
で
あ
り

な
が
ら
二
重
に
料
金
を
負
担
す
る
と
い

う
、
三
多
摩
格
差
は
依
然
是
正
さ
れ
な

い
ま
ま
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

現
在
、
東
京
都
は
、首
都
高
速
道
路
公

団
に
、
１
千
822
億
円
に
上
る
出
資
と
２

千
210
億
円
も
の
無
利
子
貸
付
け
を
行
っ

て
い
る
が
、
当
然
こ
の
中
に
は
三
多
摩

都
民
の
税
金
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
も

今
定
例
会
初
日
の
９
月
６
日
、「
三

鷹
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
」
を
議
員
提
出
議
案
と
し
て
提

出
し
、
同
日
の
本
会
議
で
可
決
し
た
。

先
の
６
月
定
例
会
で
は
、「
請
願
提

出
の
際
添
付
す
る
署
名
簿
の
印
鑑
の
省

略
に
つ
い
て
」
と
す
る
請
願
が
採
択
さ

れ
た
。
こ
う
し
た
経
過
を
踏
ま
え
、
今

回
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

内
容
は
、
本
市
議
会
へ
の
請
願
に
つ

い
て
、
請
願
者
が
署
名
し
た
場
合
に
は

押
印
を
省
略
で
き
る
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
こ
の
取
扱
い
は
、
い
わ
ゆ
る
「
署

名
簿
」
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
規
則
の
施
行
期
日
は
、
平
成
16

年
９
月
６
日
で
あ
る
。

そ
も
高
速
道
路
は
、
通
行
料
金
に
よ
っ

て
建
設
費
が
償
還
さ
れ
た
時
点
で
無
料

化
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
政
府
に
対

し
、
交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
す
最
大
要

因
の
１
つ
で
あ
る
高
速
道
路
上
に
あ
る

永
福
・
三
鷹
料
金
所
を
取
り
除
く
こ
と

に
よ
る
利
便
性
の
向
上
、経
済
的
効
果
、

そ
し
て
同
じ
都
民
と
し
て
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
、公
団
民
営
化
に
至
る
間
に
、

中
央
自
動
車
道
高
井
戸
・
八
王
子
間
の

料
金
撤
廃
を
強
く
求
め
る
。

ら
な
い
。
ま
た
、
建
築
、
改
築
等
に
あ

た
っ
て
は
、
建
物
の
耐
火
性
や
壁
面
後

退
な
ど
の
一
定
の
基
準
を
満
た
す
と
と

も
に
、
三
鷹
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
で
定

め
る
特
定
開
発
事
業
と
み
な
さ
れ
、
諸

手
続
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
条
例
の
施
行
期
日
は
、
特
別
住

工
共
生
地
区
に
係
る
都
市
計
画
決
定
の

告
示
の
日
で
あ
る
。

今
定
例
会
で
、
市
長
か
ら
「
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
」
の
人
事

議
案
２
件
の
提
案
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

９
月
13
日
の
本
会
議
で
同
意
し
た
。

秋
山
　
千
枝
子
氏
（
新
任
）

貝
ノ
　
　
滋
氏
（
新
任
）

な
お
、
貝
ノ
　
滋
氏
は
、
10
月
18
日

の
教
育
委
員
会
で
、
任
期
満
了
で
退
任

し
た
岡
田
行
雄
前
教
育
長
の
後
任
と
し

今
定
例
会
で
、
市
長
か
ら
平
成
16
年

度
一
般
会
計
及
び
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
の
補
正
予
算
の
提
案
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
総
務
委
員
会
に
付
託
、
審
査
の

う
え
、
28
日
の
本
会
議
で
可
決
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ

れ
１
億
３
千
571
万
４
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
595
億
１
千
688
万
１
千
円
と
す
る

と
と
も
に
、
債
務
負
担
行
為
を
設
定
す

る
も
の
で
あ
る
。

主
な
補
正
内
容
は
、歳
出
予
算
で
は
、

１
点
目
に
、
東
京
都
の
市
町
村
地
域
保

健
サ
U
ビ
ス
推
進
事
業
補
助
金
の
関
連

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
民
生
費
は
、
難

病
等
医
療
費
助
成
等
関
係
費
202
万
６
千

円
、
子
育
て
マ
ッ
プ
作
成
事
業
費
105
万

円
な
ど
、
計
１
千
61
万
９
千
円
を
計
上

す
る
。
ま
た
、
衛
生
費
は
、
未
熟
児
家

庭
養
育
支
援
事
業
費
259
万
８
千
円
、
骨

粗
し
ょ
う
症
予
防
対
策
事
業
費
の
増
223

万
８
千
円
、
産
後
う
つ
病
対
策
事
業
費

148
万
１
千
円
な
ど
、
計
876
万
６
千
円
を

計
上
す
る
。

２
点
目
に
、
都
の
緊
急
地
域
雇
用
創

出
特
別
補
助
金
事
業
に
関
す
る
追
加
経

費
と
し
て
、
４
千
395
万
２
千
円
を
計
上

す
る
。
主
な
も
の
は
、
衛
生
費
で
、
Ｐ

Ｃ
Ｂ
含
有
照
明
器
具
等
緊
急
調
査
関
係

費
795
万
７
千
円
、
ご
み
の
収
集
運
搬
体

制
整
備
事
業
費
の
増
１
千
976
万
３
千

円
、
土
木
費
で
、
道
路
環
境
特
別
美
化

事
業
費
469
万
円
な
ど
で
あ
る
。

３
点
目
に
、
小
学
校
天
井
扇
風
機
設

置
工
事
費
の
増
２
千
520
万
円
で
あ
る
。

歳
入
予
算
で
は
、
都
支
出
金
６
千
845

万
３
千
円
の
増
、
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
か
ら
の
繰
入
金
６
千
726
万
１
千
円

の
増
で
あ
る
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ

れ
３
億
４
千
648
万
３
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
74
億
８
千
297
万
４
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
平
成
15
年
度
の
保
険
給

付
費
の
精
算
を
行
う
。

三
鷹
市
民
生
委
員
推
薦
会
委
員

徳
永
　
弘
行
　
　
増
田
　
仁

三
鷹
市
個
人
情
報
保
護
委
員
会
委
員

緒
方
　
一
郎
　
　
後
藤
　
貴
光

白
鳥
　
孝
　
　
　
中
村
　
洋

栗
原
　
健
治

三
鷹
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
委
員

永
原
　
美
代
　
　
宍
戸
　
治
重

加
藤
　
久
平
　
　
増
田
　
仁

栗
原
　
健
治

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員

永
原
　
美
代
　
　
後
藤
　
貴
光

嶋
±

　
英
治
　
　
中
村
　
洋

大
城
　
美
幸

▽
三
鷹
市
立
児
童
遊
園
条
例
の
一
部
改

正
（
上
連
雀
あ
ん
ず
児
童
遊
園
、
井
口

東
児
童
遊
園
及
び
井
口
北
児
童
遊
園
の

新
設
）

▽
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
契

約
の
締
結
（
む
ら
さ
き
橋
通
り
の
車
道

に
埋
設
し
た
配
水
管
が
折
損
し
、
こ
れ

が
原
因
で
生
じ
た
漏
水
に
よ
る
住
宅
等

の
浸
水
被
害
の
賠
償
額
86
万
４
千
138

円
）三

鷹
市
議
会
は
、
10
月
27
日
、
新
潟

県
中
越
地
震
の
被
災
者
へ
の
義
援
金
と

し
て
、
新
潟
県
災
害
対
策
本
部
に
30
万

円
を
送
っ
た
。
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９月６日～28日
審　議 可決・ 否決・ 継　続
件　数 採　択 不採択

議　　　　案 16 8 0 8

意見書・決議 13 9 4 0

請 願 10 2 6 2

２　面………平成15年度決算代表質疑、一般質問
３　面………一般質問
４　面………一般質問、議案等の審議結果、意見書

主
な
内
容

平成15年度各会計決算の状況

国民健康保険事業

下 水 道 事 業

再 開 発 事 業

老　人　医　療

老人保健施設事業

介 護 保 険 事 業

受 託 水 道 事 業

歳入
歳出

歳入
歳出

歳入
歳出

歳入
歳出

歳入
歳出

歳入
歳出

歳入
歳出

歳入
歳出

126億2,283万円
126億1,462万円

    3億4,631万円
    3億3,518万円

  69億1,905万円
  65億7,257万円

  24億1,840万円
  24億1,840万円

  24億8,683万円
  22億   137万円

  31億7,466万円
  31億5,650万円

126億6,609万円
126億2,691万円

553億6,825万円
536億   833万円

特
　
別
　
会
　
計

一 般 会 計

監
査
委
員
の
意
見

決
算
審
査
特
別
委
員

市
長
の
決
算
説
明

て
、
新
た
に
教
育
長
に
任
命
さ
れ
た
。

貝
ノ
　
滋
教
育
長
（
56
歳
）

﹇
略
歴
﹈
昭
和
50
年
公
立
小
学
校
教
諭

と
し
て
東
京
都
就
職
。
東
久
留
米
市
教

育
委
員
会
指
導
主
事
、
東
大
和
市
教
育

委
員
会
指
導
室
長
等
を
歴
任
し
、
平
成

11
年
４
月
よ
り
平
成
16
年
９
月
ま
で
三

鷹
市
立
第
四
小
学
校
長
、
10
月
よ
り
三

鷹
市
教
育
委
員
会
委
員
。

そ
の
他
の
可
決
議
案

新
潟
中
越
地
震
で

義
援
金
を
送
る

人
　
　
　
事

緑化センターが完成し、10月にグランドオープンした三鷹市農業公園

特
別
住
工
共
生
地
区
内
で
の

建
築
制
限
の
緩
和
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育
委
員
会
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員
の
任
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に
同
意
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自
署
の
場
合
は
省
略
可
能
に
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